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7)FRⅢを適用 したⅢ級不正咬合者の筋活動
の変化と姿勢の関連性


















屈曲(前 後),側屈(左 右〉,回転(左 右)運 動
をI級 群(Control)およびⅢ級群の被蓋改善前後
で三次元的に頭部移動距離を求め,筋 電図で胸鎖
乳突筋,左 右側僧帽筋上下部の計6箇 所 を測定す
る。
【結 果】1)モ ーションキャプチャシステムで
は,直 立(安 静位)が 被蓋改善前でControl群よ
り有意に大 きな値 を示 し(p<0.05),被蓋改善後
では,被 蓋改善前よ り有意 に小 さい値 を示 した
(p<0.05)。屈曲(前 後),側屈(左 右),回転(左
右)運動では,被 蓋改善前がControl群より有意
に小 さな値 を示 し(p<0.05),被蓋 改善後で は,
被蓋改善前より有意に大 きな値 を示 した(p<0.05,
p<0.01)。
2)筋電図測定では,胸 鎖乳突筋の活動量は,
直立(安 静位),屈曲(前 後),側屈(左 右)運 動
において,被 蓋改善前がControl群より有意に小
さい値 を示 した(p<0.05,p<0.01)。僧帽筋上部
の活動量は,直 立(安 静位),屈曲(前 後),側屈
(左右),回転(左 右)運 動において被蓋改善前
がControl群より有意に大 きな値 を示 し(p<0.05,
p<0.01)。被蓋改善後では,被蓋改善前 より有意
に小 さい値 を示 した(p<0.05,p<0.01)。僧帽筋
下部と胸鎖乳突筋における回転(左 右)運 動では
有意差が認め られなかった。
【結 論】被蓋改善後の胸鎖乳突筋の活性化 と僧
帽筋上部の緊張緩和が咀嚼筋群との協調活動や頭
頸部の安定化に寄与 し,頭頸部姿勢や頭部運動可
動域が改善 したと考えられ る。
